
東
嶺
和
術

の
無
蓋
燈
論
の
紳
道
思
想

及
び

「吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

陸

ーほ)

堆

雲

第

一

節

第

ご

節

第

三

節

第

四

節

第

五

節

第

六

節

第

七

節

序

読

榊
道

の
概
要

吉
閏
紳
道

(
東
嶺
和
術
關
係
)

榊
道
五
部
書

紳
道
傳
授
と
紳
道
護
摩

東
嶺
和
樹
年
譜
憩
道
關
係
抜
翠

妙
心
寺
史
に
於
け
る
東
嶺
和
樹

の
榊
道
親
に
つ
い
て

第

八

節

第

九

節

第

十

節

第
十

一
節

第
十
二
節

無
誰
燈
論
の
定
本
は
和
術
の
老
年

に
完
成
せ
る

も
の
と
思
は
る

思

蕪

命

吾
道
宮
縁
由

白
隠
和
省
の
憩
道
観

結

語

第

一
節

序

説

今
か
ら
四
十
蝕
年
の
昔

一
居
士
と
し
て
膵
門
の
修
行
に
加
つ
た
が
策
働
の
書
と
し
て
宗
門
無
書
燈
論
の
提
唱
を
嘉
き
、
青
春
の
感
激
に

充
ち
た
熱
涙
に
咽
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
流
通
品
に
於
け
る
紳
道
に
關
す
る
と
こ
ろ
は
何
や
ら
得
心
の
行
か
ぬ
不
分
明
の
も
の
で
あ
つ

た
。
そ
の
後
幾
度
も
讃
み
直
し
て
見
た
が
同
じ
こ
と
で
あ
つ
た
。
結
局
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は

一
慮
紳
道
の
知
識
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と

考

へ
て
、
そ
の
後
紳
道
の
書
物
を
讃
む
こ
と
に
し
た
が
、
加
藤
玄
智
博
士
著
の

「
紳
道
書
籍
目
録
」
に
あ
る
通
り
参
照
す
べ
き
書
籍
の
数

束
…領
和
倫
円の
無
鑑
燈
論
の
紳
道
思
想
及
び
「
吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

八
五
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が
非
常
に
多
い
の
に
驚
い
た
。
而
し
て
其
の
主
な
る
も
の
を
讃
破
す
る
の
に
数
ヶ
年
を
要
し
た
。
か
く
て
紳
道

の
淵
源
及
び
其
の
焚
達
過

程
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
得
た
の
は
遙
か
に
後
年
の
こ
と
で
、
東
嶺
和
尚
の
紳
道
観
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
漸
く
知
る
こ

と
が
出
來
た
。

和
尚
と
紳
道
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
和
曾
の
生
家
が
紳
官
の
家
で
あ
り
從
つ
て
和
術
は
紳
道
の
こ
と
を
自
然
に
知
つ
て
居
た
と
の
説

を
講
座
の
上
で
も
瀦
き
、
書
物
の
上
で
も
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
年
譜
に
ょ
れ
ば
和
尚
の
生
家
は
藥
屋
で
あ

つ
た
。
故
に
神
道
の
こ

と
を
自
然
に
知
る
課
は
な
く
、
交
年
譜
に
ょ
れ
ぽ
紳
道
に
關
係
し
た
の
は
四
十
四
歳
以
後
で
あ
る
。
而
し
て
其

の
著
無
審
燈
論
は
師
の
二

十
八
歳
帥
ち
青
年
時
代
の
著
作
と
云
は
れ
年
譜
に
も
あ
る
が
流
通
第
十
に
於
け
る
神
道
観
は
既
に
此
の
時
に
出
來
て
居
て
書
か
れ
た
も
の

の
檬
に

一
般
に
解
せ
ら
れ
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
序
文
や
年
譜
を
無
批
制
に
直
解
す
る
爲
め
に
起
こ
す
誤
解
で
あ
つ
て
、
私
の
考

察
に
よ
れ
ぽ
最
初
の
稿
本
を
後
年
に
校
正
加
筆
さ
れ
て
定
本
と
さ
れ
た
も
の
で
殊
に
流
通
第
十
の
紳
道
に
關
す
る
も
の
は
追
筆
さ
れ
た
も

の
と
確
信
さ
る
x
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
節
に
詳
論
す
る
。

げ

あ
ち
の
み
や

私
が
初
め
和
省
の
年
譜
を
讃
ん
だ
時
、
六
十
歳
の
春

「
吾
道
宮
」
に
詣
で
た
こ
と
が
記
さ
れ
お
り
、
鯨
り
に
特
種
の
こ
と
で
あ
る
か
ら

特
に
怪
奇
と
興
味
を
畳
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
在
地
が
吾
が
長
野
縣
の
下
伊
那
郡
で
あ
り
、
自
分
の
佳
地
岡
谷
市
よ
り
左
程
遠
く
な

く
僅
か
に
一
爾
日
の
行
程
で
あ
る
の
を
知
り
、
現
地
踏
査
を
思
ひ
立
つ
た
。

ち

さ
と

ひ
る
か
み

昭
和
三
年
四
月
十

一
日
飯
田
市
な
る
池
田
壽
堂
居
士
を
案
内
役
と
し
て
同
地
智
里
村
字
書
紳
と
云
ふ
山
間
の

一
部
落
に
元
そ
の
神
官
の

あ

ち

家
で
あ
ろ
た
原
健
藏
氏
方
を
訪
ふ
て
背
後
の
吾
道
神
杜
に
参
拝
し
、
同
家
の
云
ひ
傳
へ
な
ど
を
聞
き
つ
玉
調
査
し
た
る
と
こ
ろ
東
嶺
和
術

自
筆
の

「
吾
道
宮
縁
由
」
と
云
ふ
文
書
と
添
へ
手
紙

一
通
が
あ
つ
た
の
で
驚
喜
し
て
披
見
し
、
是
を
筆
篇
し
て
臨
り
複
爲
し
て
有
縁
の
人

人
に
配
付
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
東
嶺
和
省
の
紳
道
観
の
内
容
の

一
班
が
劇
明
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
元
と
し
て
こ

の
論
稿
を
書
き

つ
父
け
る
。
而
し
て
其
の
爲
め
に
は
紳
道
の
概
観
を

一
瞥
す
る
必
要
が
あ
る
Q



第

二
・飾
・

紳

道

の

概

要

日
本
書
紀
用
明
天
皇
の
條
に
「
天
皇
信
・佛
法
一奪
二神
道
一」
と
あ
る
の
が
日
本
に
於
け
る
紳
道
用
語
の
始
め
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
延

喜
式
に
あ
る
通
り
紳
枇
の
杜
格
を
定
め
皇
室
並
び
に
國
家
が
奉
幣
さ
れ
た
も
の
で
も
明
ら
か
な
如
く
、
國
家
國
民
は
是
を
尊
奉
し
、
是
を

道
徳
の
根
元
と
な
し
國
躰
の
根
源
と
し
た
、
是
に
つ
い
て
は
聖
徳
太
子
の
力
が
與
つ
て
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

凡
そ
神
道
に
は
廣
狭
の
二
義
が
あ
る
が
今
こ
二
で
は
狭
義
の
紳
道
に
つ
い
て
述
べ
る
。
而
し
て
紳
道
襲
達
の
順
序
を
云
へ
ぽ
、
申
國
及

び
朝
鮮
と
の
交
通
に
よ
り
v
そ
れ
等
に
行
は
れ
た
る
儒
佛
の
爾
思
想
が
輸
入
さ
れ
そ
れ
が
吾
が
國
の
先
畳
者
に
よ
り
順
次
消
化
せ
ら
れ
て

日
本
思
想
と
融
合
し
て

一
種
の
哲
學
思
想
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
先
づ
佛
教
思
想
を
根
幹
と
す
る
も
の
は
主
と
し
て
天
台
、
眞
言
な
ど

を
背
影
と
し
て
本
地
垂
迩
思
想
が
成
立
し
日
本
の
紳
と
佛
教
上
の
佛
と
表
裏

一
盟
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
思
想
で
あ
り
、
そ
れ
が
鎌

倉
時
代
に
入
る
に
從
つ
て
猫
立
し
た
る
宗
派
紳
道
が
成
立
し
、
そ
れ
が
分
派
し
或
は
そ
の
分
派
し
た
る
も
の
が
他
の
分
派
と
融
合
し
足
利

よ
り
徳
川
時
代
に
入
る
や
更
に
諸
種
の
宗
派
神
道
家
が
籏
出
し
、
系
統
錯
難
を
極
め
排
他
の
風
も
生
じ
或
は
儒
作
儒
著
に
よ
つ
て
自
家
を

有
利
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
、
又
神
肚
間
に
於
て
も
斯
か
る
現
象
が
見
ら
れ
、
從
つ
て
そ
れ
等
の
著
書
の
数
は
莫
大
の
も
の
と
な
り
、

或
は
紳
授
と
稽
し
、
口
傳
秘
傳
な
ど
諸
種
の
傳
授
、
観
法
な
ど
も
褒
達
し
全
く
多
岐
多
様
の
も
の
と
な
つ
た
。
而
し
て
そ
れ
に
各
汝
盛
衰

が
あ
り
或
は
時
の
政
模
と
結
び
付
き
権
力
を
利
用
し
て
自
家
の
立
場
を
脊
利
な
ら
し
め
ん
と
し
た
。
又
耶
蘇
教
の
渡
來
に
刺
激
さ
れ
て

一

種
の
反
動
活
動
を
起
し
神
道
の
新
生
面
を
開
い
た
も
の
も
あ
る
。

上
述
の
如
く
吾
國
紳
道
に
つ
い
て
は
古
來
附
會
の
説
多
く
、
そ
の
眞
相
の
捕
捉
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
が
之
を
古
文
獄
に
徴
す
る
に
凡

そ
古
事
記
と
日
太
書
紀
に
よ
る
外
は
な
い
。
而
し
て
こ
の
二
つ
の
史
書
は
日
本
最
古
の
思
想
史
で
あ
り
神
道
史

で
も
あ
る
が
二
書
共
に
著

作
年
代
は
比
較
的
新
し
く
奈
良
朝
時
代
の
著
作
で
あ
る
爲
め
に
既
に
佛
教
思
想
、
儒
教
思
想
混
入
の
上
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
此
の

東
叫領
和
爪何
の
'無
霊
燈
論
の
棘
道
思
晶想
及
び
「
吾
道
宮
繰
…由
」
に
つ
い
て

八
七
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二
書
に
よ
り
古
來
の
神
道
思
想
な
る
も
の
に
鱗
る
エ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
帥
ち
二
書
共
に
紳
武
天
皇
よ
り
千
三
百
七
・
八
十
年
以
後
の

編
纂
で
あ
る
。
神
武
紀
元
に
つ
い
て
は
六
百
六
十
年
の
水
増
に
な
つ
て
い
る
と
云
は
れ
て
い
る
が
何
れ
に
し
て
も
上
代
の
記
述
も
後
世
の

儒
佛
哲
學
思
想
の
上
に
編
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
所
謂
日
本
神
道
な
る
も
の
は
卒
直
に
云
つ
て
佛
教
思
想
と
儒
教
思
想
の
上
に
威
立
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
は
歴
史
上
の
事
實

で
あ
つ
て
、
後
世
の
神
道
家
が
其
の
成
立
を
上
代
に
假
托
し
て
作
つ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
纒
つ
た
思
想
は
無
か
つ
た
と
せ
ら
れ
る
Σ
が

故
に
日
本
肺
道
を
論
ず
る
場
合
純
粋
の
古
神
道
に
遡
及
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
共
に
實
際
問
題
と
し
て
今
必
要
は
な
い
。

徳
川
時
代
の
日
本
學
者
た
る
亭
田
篤
胤
、
本
居
宣
長
等
其
の
他
の
國
學
者
系
の
人
汝
は
日
本
神
道
よ
り
佛
敦
及
び
儒
教
を
分
離
し
て
蒸

溜
水
の
日
本
紳
道
を
求
め
た
、
そ
れ
が
後
に
水
戸
學
な
ど
N
結
び
付
き
絡
に
は
神
佛
分
離
運
動
と
な
り
明
治
以
來
大
職
前
迄
の
指
導
精
紳

の
一
部
と
な
つ
た
り
し
た
が
、
畢
寛
こ
れ
は
學
問
的
に
云
つ
て
無
理
の
仕
事
で
あ
つ
た
。
併
し
東
嶺
和
省
の
紳
道
を
考
察
す
る
場
合
、
こ

れ
等
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
紳
道
論
を
見
な
い
と
基
礎
的
な
立
場
の
相
違
に
よ
り
錯
畳
を
起
す
の
で
先
づ
こ
の
こ
と
を
知
つ
て
置
く
必

要
が
あ
る
。
而
し
て
東
嶺
和
術
時
代
に
於
け
る
所
謂
紳
道
な
る
も
の
は
、
不
田
、
本
居
等
の
如
き
蒸
溜
水
神
道
観
の
起
ら
ぬ
前
の
神
道
説

に
基
い
て
の
神
道
観
で
あ
る
。

因
に
欧
米
の
學
界
に
於
け
る
日
本
佛
道
に
つ
い
て
の
古
い
書
物
と
し
て
は

国
似
目
風
Φ
『

の

田
ω8
蔓

o
h
冒
窯
5

(ミ
トっ刈)
の
申
で
紳

道
を

日
ぴ
Φ
o
峯

お
一侭
ざ
路
o
『
o置
呂
鋤
議
げ
一b
oh
昏
o
冒
冨
器
。・o

と
し
て
記
述
し
て
い
る
。

今
薮
に
紳
道
の
諸
派
を
奉
げ
て
東
嶺
和

荷
の
紳
道
観
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
。

神
道
諸
派

一
、
山
王

一
實
紳
道

天

台

系

天
台
宗
比
叡
山
の
山
王
椹
現
に
關
し
て
起
れ
る
棘
道
。

二
、
置
　言
神
道

眞

言

系

弘
法
大
師
を
始
祀
と
し
て
假
托
し
天
地
麗
氣
記
な
ど
に
よ
る
。



三
、
三
輪
神
道

雲
傳
神
道

四
、
法
華
紳
道

五
、
眞
宗
紳
道

六
、
伊
勢
神
道

(外
宮
紳
道
)

(
度
會
紳
道
)

七
、
伯
家
紳
道

八
、
儒
家
紳
道

九
、
心
學
紳
道

十
、
垂
加
紳
道

十

一
、
土
御
門
紳
道

伊 親 日 同 同
勢
外 鶯 蓮 上
宮
系 系 系 系

 

白

河
家

系

儒
學

者
系

心
學
者
系

山
崎
闇
齋
系

陰
陽
道

系

◎

十
二

、
吉

田
紳
道

吉

田
餓

倶
系

十
三

、
吉

川
神

道

吉

川

惟
足

系

東
山領
和
省
の
無
織
燈
論
の
榊
道
思
想
及
び
「
吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

眞

言
紳

道

の

一
派

、
三
輪

李
等
寺

鏡
圓

が

三
輪

明
紳

よ

り
直

傳

し
た
も

の
と
稚
す

る
。

葛

城
慈

雲
尊

者

が
唱

へ
出

し

た
も

の
。

日
蓮

よ
り
起

れ
る
も

の
、

三
十
番

憩

な

ど
の
設
も

あ
る
。

親
鰭

な

ど

の

一
派

よ
り
出

で
た
る

も
の

で
そ

の
後
纏

者
存
畳

上
人

の
著
書

に
て
知
ら

る
。

伊
勢

外
宮

よ

り
起

つ
た
榊

道

で
あ

る
。
外
宮

度
會

榊
主

の
樹

て
た
も

の
故
、

度
曾
紳

道

.
外

宮
榊
道

と

も
云

ふ
。
根
本
経

典

は
憩

道

五
部
書

で
あ

る
。
叉
伊
勢

榊

道

は
各
神

道

へ
其

の
思
想

が
浸
入

し
て

い
る
。

内

宮

に
封

し
外

宮

の
地
位

を
封
抗

的

に
引

上
げ

ん
企
劃

の
も

の
、
吉

田
紳
道

も

此
の
系

よ
り
出

づ
。

白

河
家
榊

道

と
も

云

ふ
。

白
川
家

は
王
朝

の
末

よ

り
代

々
紳

砥

を
主
宰

し
、
祭

祀

に
奉

仕
し

て
來
た
艸

道

で
、
雨
部
帥

道

や
儒
家
論
職
迫
と
異

る
。

藤

原
幌

窩
、
林

羅
山
等

や
中
江
藤
樹

、
熊

澤
蕃

山
等

の
艸

道

。

石

田
梅
……嚴
曰
く
、

我
國

は
碑

の
御

國
な

れ
ば
殊

更

に
榊

道

を
重

ん
じ
幕

る

べ
し
と
。
手

島
堵
庵

は
産

土

大
憩

の
榊
徳

を
述

べ
、

脇
坂

義
堂

は
輻

來

る
神

の
傳
授

な
ど
を
蓮

べ
る
。

山

崎
闇
齋

は
紳
道

五
部
書

中

に
漁
旧垂

以
所
薦

爲
先

、
冥
加

以
正
直
爲

本

。

の
中
よ

り
無

加

の

二
字

を
取

り
憩

道

を
唱

え
た
。

中
國

の
陰

陽

五
行
設

に

基
く
榊

道
読
、

安
倍
紳

道

又
は

天
祉
憩

道

と
も
云

ふ
。

中
世
以

後
土
御
門

家

(
本
姓

安
倍
)

に
よ
り

て
陰
陽
道

が
管

せ
ら

れ
た
爲

め

に
此

の
名

起

る
。

卜
部
神

道

、
唯

一
宗

源
憩

道

と
も
云

ふ
。
東

嶺

和

倫

の
驕

す

る
派
、
第

三
節

に
詳
記

す

。

吉

川
惟

足

の
主
唱

せ

る
も

の
で
吉

田
紳

道

の
流

を
汲

み
別

に

一
家
を

な
し

た
。

八
九
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十
四
、
雑
家
紳
道

諸

家

系

其
他
の
諸
家
の
も
の
。

以
上
神
道
の
分
類
は
紳
道
書
籍
目
録
等
を
参
照
し
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
必
ず
し
も
安
當
な
る
分
類
と
は
云
い
難
く
、
猫
此
の
外

に
も
別
記
す
べ
き
も
の
が
あ
り
又
近
世
に
至
つ
て
焚
生
し
た
も
の
も
あ
る
が
大
膿
上
記
の
如
く
で
あ
る
。
今
こ
の

一
λ
に
つ
き
詳
記
す
る

逞
は
な
い
が
東
嶺
和
街
の
耐
道
は
其
の
年
譜
に
よ
り
て
知
ら
る
x
通
り
吉
田
紳
道
の
亜
流
と
見
る
べ
き
に
つ
き
特
に
吉
田
紳
道
に
つ
き
次

節
に
略
説
す
る
。

.第
三
節

吉

田
神
道

(唯

一
紳
道
)

吉
田
氏
は
も
と
ト
部
で
あ
つ
た
。
代

汝
朝
廷
に
於
て
占
ト
の
こ
と
を
司
り
其
の
組
先
は
忽
見
足
尼
命
と
も
天
兇
屋
根
命
其
他
の
諸
読
が

お
も
ひ
か
ね
の
み
こ
と

あ
る
が
童
蒙
抄
に
よ
れ
ぽ
思

兼

命
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
思
勲
命
が
東
嶺
和
尚
と
關
係
の
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

卜
部
氏
は
後
に
吉
田
紳
杜
の
紳
官
と
な
り
吉
田
の
姓
を
稽
す
る
こ
と
に
な
り
吉
田
紳
道
な
る
も
の
が
興
る
こ
と
に
な
つ
た
。
室
町
時
代

」

に
吉
田
兼
倶
が
出
つ
る
に
及
び
吉
田
の

一
流
を
以
て
天
下
を
風
魔
し
日
本
紳
道
の
糠
力
を
掌
握
し
た
。
餓
倶
は
吉
田
家
出
身
申
、
稀
に
見

る
人
物
で
雄
辮
廣
僻
而
も
策
謀
に
長
じ
、
加
之
紳
書
國
典
に
曉
通
、
學
識
頗
る
秀
で
關
白
家

・
足
利
將
軍
家
の
爲
め
に
紳
書
を
講
じ
、
祀

先
た
る
ト
部
餓
延
に
假
托
し
て
唯

一
紳
道
名
法
要
集
二
巻
を
作
り
、卜
部
餓
直
に
假
托
し
て
紳
道
由
來
記

一
巻
を
作
り
、自
己
の
名
に
於
て

沖
道
大
意
を
著
は
し
て
神
道
に
膿
系
を
與
へ
唯

一
宗
源
神
道
を
開
創
し
た
。
而
し
て
後
の
紳
道
を
構
す
る
も
の
大
概
ね
吉
田
神
道
の
亜
流

ち
ち
の
み
や
え
ん
ゆ
う

で
あ
つ
て
東
嶺
和
八何
の
紳
道
な
る
も
の
も
吉
田
紳
道
で
あ
る
こ
と
は
其
の
年
譜
に
よ
り
推
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
か
く
て
吾
道
宮
縁
由

の
著
作
も
吉
田
家
の
組
と
の
説
あ
る
思
兼
命
で
あ
る
こ
と
も
思
ひ
合
す
べ
き
で
あ
る
。

今
吉
田
唯

一
紳
道
に
つ
い
て
詳
説
す
る
蓬
は
な
い
が
、
唯

一
紳
道
名
法
要
集
に
よ
れ
ば
、
此
れ
に
つ
き
三
義

の
會
繹
を
設
く
、

一
者
唯

だ

一
法
あ
り
て
二
法
な
し
、
二
者
唯
だ

一
流
を
受
け
て
二
流
な
し
、
三
者
唯

一
天
上
に
し
て
讃
明
あ
り
、
宗
と
は

一
氣
未
聞
の
元
紳
を
明



か
す
、
故
に
萬
法
純

一
の
元
初
に
瞬
す
、
是
を
宗
と
云
ふ
。
源
と
は
和
光
同
塵
の
紳
化
を
明
か
す
、
故
に

一
切
利
物
の
本
基
を
開
く
、
是

を
源
と
云
ふ
。
故
に
頚
に
曰
く
宗
は
萬
法

一
に
齢
し
、
源
は
諸
縁
源
基
を
開
く
、
吾
國
開
開
以
來
唯

一
神
道
是
也
云
汝
と
云
つ
て
居
る
。

在
來
の
習
合
的
神
道
を
始
め
と
し
眞
言
の
教
義
も
加
味
し
顯
露
教
と
隠
幽
教
の
二
教
に
分
ち
前
者
に
は
奮
事
記
,、
日
本
紀
、
古
事
記
を
三

部
の
本
書
と
し
、
そ
の
道
場
を
齋
庭
と
云
ひ
外
揚
と
な
し
、
後
者
に
は
三
部
紳
経
を
定
め
道
揚
を
内
場
と
し
、
天
地
人
三
歳
に
就
い
て
各

六
道
を
立
て
合
せ
て
十
八
紳
道
を
説
く
、
十
八
神
道
の
行
事
、
宗
源
紳
道
の
行
事
、
紳
道
護
摩
の
行
事
と
云
ひ
淺
略
の
義
と
深
秘
の
義
と

あ
り
、
又
天
地
人
に
就
い
て
三
元
、
三
妙
を
読
く
。
而
し
て
其
の
経
典
の
各
節
に
偶
頚
を
付
す
。
護
摩
、
灌
頂
、
加
持
、
火
僥
行
事
等
の

内
容
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
和
術
の
年
譜
を
参
照
せ
ば
和
省
は
是
を
或
る
程
度
實
習
し
た
事
が
想
像
し
得
ら
る
る
。
而

し
て
此
の
紳
道
の
内
容
は
佛
教
の
要
素
が
濃
厚
で
あ
り
、
根
葉
果
實
論
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
猫
無
霊
燈
論
申
の
紳
道
に
つ
い
て
は

神
道
五
部
書
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
四
節

神

道

五

部

書

神
道
五
部
書
は
御
鎭
座
次
第
記
、
御
鎭
座
傳
記
、
御
鎭
座
本
記
、
寳
基
本
記
、
倭
姫
世
記
、
の
総
稽
で
あ
る
。
是
に
紳
皇
系
圖
、
紳
皇

實
録
、
天
口
事
書
を
加
へ
て
紳
宮
八
部
書
と
云
ひ
、
ま
た
天
口
事
書
、
古
老
口
實
傳
、
御
正
艦
奉
仕
記
、
御
錺
記
、
機
殿
儀
式
帳
、
心
の

御
柱
記
、
神
鳳
抄
の
七
書
を
加

へ
て
神
道
十
二
部
書
と
も
云
ふ
。
何
れ
も
伊
勢
紳
道
の
重
要
経
典
で
あ
り
殊
に
御
鎭
座
傳
記
、
御
鎭
座
次

第
記
、
寳
基
本
記
の
三
書
は
三
部
秘
書
と
稻
さ
れ
容
易
に
披
見
を
許
さ
ず
、
紳
官
と
錐
も
六
十
歳
未
満
の
者
は
是
を
見
る
こ
と
を
得
ず
又

禁
河
の
書
と
稽
し
て
伊
勢
宮
川
を
越
へ
て
外
へ
出
す
こ
と
を
禁
じ
て
秘
寳
と
し
、
其
の
筆
者
は
行
基
其
の
他
で
あ
る
と
せ
ら
れ
た
紳
道
の

古
傳
書
な
り
と
し
た
o

凡
そ
何
部
書
な
ど
と
云
ふ
事
大
思
想
は
當
時
各
般
に
行
は
れ
た
と
見
え
和
歌
や
俳
句
な
ど
に
て
も
是
に
類
す
る
こ
と
が
あ
り
輝
門
に
於

東
嶺
和
爾
の
無
誰
燈
論
の
榊
道
思
想
及
び
「吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

九

一
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て
も
七
部
書
と
し
て
臨
濟
録
、
碧
巖
集
、
大
恵
書
、
虚
堂
録
、
正
宗
賛
、
江
湖
集
、
騨
儀
外
丈
を
樽
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
斯
の
如
く
五

部
書
は
室
町
時
代
よ
り
江
戸
時
代
ま
で
紳
道
の
古
秘
書
と
し
て
國
民

一
般
の
奪
信
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
北
畠
親
房
、

一
條
蕪
良
も
亦
立
説

の
根
擦
と
し
垂
加
紳
道
初
期
の
諸
家
も
亦
是
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
此
の
五
部
書
は
實
は
鎌
倉
時
代
、
外
宮
紳
官
が
儒
作
し
た
儒
書

で
あ
る
こ
と
を
吉
見
幸
和
が
神
道
五
部
書
読
辮
に
於
て
論
じ
又
御
巫
清
種
其
他
の
紳
道
學
者
も
同
論
が
あ
り
、
本
居
宣
長
は
伊
勢
さ
二
竹

の
辮
と
云
ふ
是
に
封
す
る
論
文
を
著
は
し
た
。
近
年
に
至
り
松
本
周
二
氏
は
本
居
に
封
す
る
駁
論
を
書
い
て
い
る
。
兎
に
角
五
部
書
の
儒

作
な
る
こ
と
は
既
に
定
論
に
な
つ
て
い
る
が
東
嶺
和
省
時
代
は
天
下
の
秘
典
と
す
る
尊
奉
の
も
の
で
あ
つ
た
り
、
無
鑑
燈
論
に
も
か
&
る

立
場
に
於
て
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
節

紳
道
傳
授
と
騨
道
護
塵

目

紳

道

傳

授

紳
道
の
奥
義
、
行
事
を
師
資
相
傳
す
る
を
云
ふ
。
吉
田
の
唯

一
神
道
に
て
は
中
臣
鎌
子
が
傳
紳
録
を
意
美
麻
呂
に
傳
へ
た
と
稽
し
、
又

白
川
家
に
て
は
忠
富
が
吉
田
兼
倶
よ
り
、
そ
の
十
八
紳
道
を
承
け
た
と
傳

へ
て
い
る
が
如
き
紳
道
傳
授
の
實
例
で
あ
る
。
唯

一
紳
道
に
て

紳
道
護
摩
、
宗
源
行
事
、
十
八
紳
道

(
以
上
三
壇
行
事
)
神
道
灌
頂
、
神
道
加
持
、
火
嶢
行
事
等
を
傳
授
す
る
が
こ
れ
を
切
紙
傳
授
と
云

ひ
、
こ
の
外
紳
傳
口
授
の
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
面
授
に
て
此
の
面
授
を
経
て
切
紙
に
至
る
の
で
あ
る
が
諸
就

の
桐
官
に
は
傳
授
せ
ず
、

俗
侶
に
も
濫
り
に
傳
授
せ
ざ
る
定
め
に
て
切
紙
は
暗
諦
の
上
は
返
却
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

O

紳

道

護

摩

火
焼
行
事
、
火
祭
行
事
な
ど
と
構
し
吉
田
神
道
の
三
科
の
事
相
の
中
、
最
秘
奥
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
眞
言
の
護
摩
法
、
特
に
紳
肚
を
以

て
内
護
摩
道
場
に
擬
し
た
爾
部
神
道
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
次
第
は
廣
略
の
二
本
が
あ
つ
て
印
ち

「
略
護
摩
法



次
第
」
と

「
唯

一
神
道
大
護
摩
法
」
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
三
種
の
加
持
、
六
根
清
浮
加
持
、
太
元
爾
器
加
持
、
元
元
加
持
、
眞
修
加
持
、

根
本
加
持
な
ど
の
天
上
簸
寳
加
持
を
修
し
つ
x
嘘
に
火
を
嶢
き
天
上
天
下
海
底
諸
紳
の
降
臨
を
乞
ひ

「
焼
供
納
受
、
煙
氣
精
妙
、
薄
靡
廣

大
、
恢
儘
重
濁
、
滝
滞
大
地
、
懇
所
願
望
、
頓
速
成
就
」
と
呪
文
を
諦
し
八
百
萬
紳
の
加
被
を
所
る
。
東
嶺
和
樹

の
修
法
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
壇
を
設
け
て
秘
修
し
た
と
年
譜
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
是
に
類
し
た
こ
と
を
し
た
も
の
と
考

へ
ら
る
る
。

第
六
節

東
嶺
和
尚
年
譜
よ
り
紳
道
に
關
す

る
も
の
抜
葦

東
嶺
和
尚
の
紳
道
に
つ
い
て
の
論
讃
の
根
擦
と
な
す
爲
め
年
譜
中
よ
り
神
道
關
係
の
條
を
抜
葦
す
る
Q

寳
暦
九
年
己
卯
。
師
三
十
九
歳
。

冬
十
月
洛
東
紫
雲
山
下
に
在
り
て
川
老
金
剛
経
を
講
ず
、
吉
田
家
の
丈
臣
小
谷
青
齋
日
に
來
り
て
鑓
に
陪
す
。

明
和
元
年
甲
申
。
師
四
十
四
歳
。

師
嘗
て
日
州
に
在
り
し
時
、
古
月
曰
く

「
大
成
経
と
い
ふ
も
の
あ
り
世
に
行
は
る
、
大
い
に
吾
が
道
を
扶
く
る
も
の
有
り
、
汝
等

鯨
力
あ
ら
ば
以
て
之
を
學
べ
」
と
、
師
の
意
を
之
を
景
仰
す
。
而
し
て
後
復
た
聞
く
黒
瀧
潮
音
、
長
野
氏

の
傳
を
受
け
て
是
の
経
を

流
通
す
と
、
彌
λ
復
た
望
省
す
。
然
れ
ど
も
佛
道
を
學
ぶ
者
、
他
技
に
蓬
あ
ら
ず
遷
延
時
を
移
す
。
適
,
接
心

(
甲
州
)
白
翁
其
の

傳
を
詳
か
に
す
る
に
會
ふ
。
以
爲
ら
く
時
縁
正
に
至
れ
り
と
、
乃
ち
葦
津
と
共
に
白
翁
に
就
て
三
部
の
紳
傳
を
受
く
。
其
縫
傳
す
る

所
を
稽
ふ
る
に
實
に
長
野
茱
女
の
七
世
の
孫
な
り
。
既
に
し
て
白
翁
亦
化
し
師
大
に
力
を
失
ふ
。
復
た
依
田
氏

(
名
は
伊
織
偏
無
爲

と
號
す
)
に
見
え
ん
と
欲
す
、
亦
先
き
だ
ち
て
卒
す
。
爾
後
傳
ふ
る
所
を
保
重
し
て
焔
汝
と
し
て
衝
天
の
氣
あ
り
。
(下
略
)

明
和
五
年
戌
子
。
師
四
十
八
歳
。

小
谷
青
齋
日
に
來
り
て
法
要
を
問
ひ
、
兼
ね
て
齊
元
の
神
道
を
研
究
し
且
つ
囑
し
て
曰
く

「
我
國
の
皇
天

の
道
、
今
將
さ
に
混
び

東
嶺
和
{凹
の
無
誰
燈
論
の
憩
道
思
想
及
び
「吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

九
三
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四

ん
と
す
、
請
ふ
師
紹
隆
せ
よ
」。
師
曰
く

「
子
は
是
れ
紳
紙
官
の
臣
な
り
、
易
ぞ
言
の
逆
な
る
や
」。
青
齋

曰
く

「
吾
が
邦
申
古
紳
道

混
臥
し
て
正
統
を
失
す
、
夫
れ
先
代
の
奮
事
本
紀
の
如
き
は
翅
に
皇
道
の
基
本
た
る
の
み
な
ら
ず
抑
も
亦
輝
氏
に
釜
あ
り
、
然
れ
ど

も
嘗
て
事
に
因
り
て
禁
銅
に
遭
ふ
有
り
、
蓋
し
権
僥
の
押
し
妨
ぐ
る
所
と
な
る
の
み
、
而
今
和
省
の
如
き
は
名
四
海
に
重
し
、
時
に

乗
じ
て
天
下
公
と
爲
さ
ば
則
ち
何
の
難
き
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
や
」
と
。
師
彼
此
素
を
合
す
る
を
以
て
只
唯
々
す
る
の
み
。
偶
々
東

叡
律
師
光
潤
沙
彌
、
解
脱
居
士
の
秘
訣
を
傳

へ
て
今
事
に
因
り
て
房
総
の
間
に
諦
せ
ら
る
エ
と
聞
く
、
是
よ
り
常
に
律
師
の
偉
範
を

慕
ふ
。
冬
十
二
月
天
巖
に
謁
し
て
灌
水
傳
並
に
三
部
の
口
訣
を
稟
く
、
巖
は
嘗
て
解
脆
居
士
に
よ
り
て
紳
傳
を
受
く
、
然
れ
ど
も
未

だ
秘
奥
を
壼
さ
ざ
る
有
る
か
。

明
和
八
年
辛
卯
。
師
五
十

一
歳
。

偶
々
玉
田
翁
の
勘
に
依
り
て
東
都
に
出
づ
。

一
日
因
に
灘
草
の
智
芳
尼
師
を
請
ず
、
尼
は
嘗
て
師
の
教
を
受
く
る
あ
り
、
法
華
八

軸
を
書
爲
す
、
是
を
呈
示
し
て
標
目
を
書
す
る
を
請
ふ
。
途
に
乃
ち
題
書
し
て
嘉
尚
す
。
還
た
問
ふ
て
曰
く

「
此
家
逓
代
大
徳
高
僧

の
來
り
臨
む
有
り
、
紳
人
依
田
氏
の
高
弟
潤
律
師
と
い
ふ
も
の
來
る
こ
と
有
り
や
無
き
や
」
と
。
尼
頃
刻
思
惟
し
て
曰
く

「
是
れ
必

ず
當
さ
に
東
叡
山
律
院
光
潤
沙
彌
な
る
べ
し
」
と
。
師
其
の
由
る
所
を
問
ふ
。
尼
曰
く

「
沙
彌
は
嘗
て
公
訴
の
難
に
罹
り
今
や
豆
の

熱
海
郷
に
諦
居
す
、
初
め
諦
せ
ら
る
る
時
依
田
氏
の
門
人
關
良
雪
と
い
ふ
者
沙
彌
の
公
難
に
遭
ふ
て
紳
傳
秘
軸
の
、
爲
め
に
滅
没
せ

も

ん
こ
と
を
憂
へ
陰
か
に
某
甲
の
藏
中
に
秘
在
す
」
と
。
師
之
を
聞
き
大
に
喜
び
乃
ち
書
を
熱
海
に
達
す
。
沙
彌
雅
と
師
の
名
を
聰
く
。

薮
に
信
を
得
て
釜
汝
遡
望
す
。

安
永
元
年
壬
辰
。
師
五
十
二
歳
。

春
三
月
名
を
温
湯
に
擬
し
て
熟
海
の
興
雲
庵
に
造
り
光
潤
沙
彌
に
謁
す
。
沙
彌
欣
然
と
し
て
親
し
く
門

に
迎
へ
相
延
び
て
共
に
坐

し
互
に
紳
乗
の
衰
弊
を
談
ず
。
沙
彌
掌
を
鮒
つ
て
嘆
じ
て
曰
く

「
師
は
正
に
是
れ
再
來
の
人
な
り
」
と
。
乃
ち
途
に
解
脆
居
士
の
傳



ふ
る
所
の
秘
軸
を
以
て
爾
手
に
分
與
し
了
れ
り
。
師
曰
く

「
我
今
圖
ら
ず
居
士
の
芳
燭
を
汚
す
と
錐
も
灌
傳
の
大
事
は
其
れ
未
だ
蔽

奥
を
轟
さ
ざ
る
有
り
、
請
ふ
沙
彌
之
を
圖
れ
」
と
。
沙
彌
曰
く

「
灌
傳
の
大
事
は
廣
く
大
い
な
り
、
其
師
命
を
得
て
其
司
職
を
聚
め

ず
ん
ば
事
で
か
之
を
全
う
す
る
を
得
ん
」
と
。
師
曰
く

「
然
ら
ぽ
則
ち
師
命
に
任
へ
た
る
者
有
り
や
」
と
。
曰
く

「
居
士
に
受
灌
の

高
弟
二
人
有
り
、

一
は
青
木
封
馬
、

一
は
世
古
浮
太
夫
な
り
、
飴
は
知
る
者
無
し
」
と
。
師
曰
く

「
危
い
か
な
紳
傳
將
さ
に
沢
び
ん

と
す
、
我
嘗
て
嘉
く
有
り
山
田
左
近
は
居
士
の
門
下
の
簡
傑
な
り
と
、
何
を
以
て
か
之
を
斥
く
る
」
と
。
沙
彌
曰
く

「
彼
は
氣
勢
豪

利
に
し
て
人
を
凌
ぐ
、
是
を
以
て
人
の
郡
く
る
所
と
な
れ
り
然
れ
ど
も
居
士
は
雅
と
よ
り
彼
の
才
を
惜
め
り
」
と
。
師
曰
く

「
居
士

既
に
然
ら
ぽ
宣
に
小
疵
を
以
て
し
て
大
器
を
棄
て
ん
や
、
是
れ
君
子
の
道
な
ら
ん
や
」
と
。
沙
彌
曰
く

「
師
の
言
裁
然
た
り
、
我
今

諦
居
し
且
つ
病
め
り
、
請
ふ
和
術
之
を
謀
れ
庶
幾
く
は
紳
乗
日
に
迅
く
し
て
禁
閲
の
公
門
に
達
せ
ぽ
我
亡
す
と
錐
も
將
た
何
を
か
言

は
ん
や
」
と
。
師
面
の
あ
た
り
的
授
を
得
、
夙
夜
解
る
な
し
。

安
永
二
年
癸
巳
Q
師
五
十
三
歳
。

六
月
光
潤
沙
彌
病
に
臥
す
。
師
之
を
開
き
径
ち
に
熱
海
に
抵
り
之
を
診
察
す
。
疫
紳
勢
に
乗
じ
て
己
で
に
膓
胃
に
入
り
衆
馨
験
無

く
途
に
七
月
十
二
日
を
以
て
順
寂
す
。
師
卦
を
聞
き
衷
嘆
し
て
己
ま
ず
、
増
汝
神
傳
扶
起
の
志
を
働
ま
す
。

安
永
四
年
乙
未
。
師
五
十
五
歳
。

正
月
十
日
東
叡
山
執
頭
功
徳
院
権
大
倫
都
物
故
す
。
是
れ
嘗
て
師
と
共
に
神
傳
を
受
く
。
師
計
を
聞
き
顛
ち
江
都
に
赴
き
但
だ
天

を
仰
い
で
長
嘆
す
る
の
み
。
乃
ち
誓
つ
て
謂
ら
く
雲
山
童
子
は
牛
偶
を
鬼
形
よ
り
得
、
龍
樹
大
士
は
大
経
を
鱗
鵬
よ
り
傳
ふ
、
加
之

修
羅
宮
よ
り
論
繹
を
傳
ふ
る
の
賢
、
彌
猴
窟
よ
り
密
部
を
授
か
る
の
師
有
る
に
至
る
。
則
ち
我
願
く
は
上
は
王
公
大
人
よ
り
下
は
奴

碑
從
僕
に
至
る
ま
で
若
し
神
乗
を
傳
ふ
る
者
有
ら
ぽ
則
ち
我
悉
く
随
つ
て
學
び
、
居
士
並
に
沙
彌
の
志
を
満
さ
ん
と
。

安
永
五
年
丙
申
。
師
五
十
六
歳
。

東
嶺
和
荷
の
無
霊
燈
論
の
憩
道
思
想
及
び
「吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

九
五
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九
六

冬
十
二
月
十
七
日
龍
澤
欝
改
の
災
に
罹
り
成
く
焦
土
と
爲
る
。
火
未
だ
牧
ま
ら
ず
、
師
便
ち
駕
を
命
じ
て
江
都
に
赴
く
。
師
思
謂

す
ら
く
嵯
呼
天
か
人
か
是
れ
我
れ
利
を
貧
る
に
匪
ず
。
多
年
の
辛
苦
は
全
く
先
師
の
附
託
に
因
る
な
り
、
郡
後
堂
宇
百
堵
を
爲
す
と

錐
も
皆
是
れ
我
の
利
を
貧
る
と
爲
す
、
長
養
時
至
れ
り
跡
を
幽
谷
に
晦
ま
し
て
宜
し
く
神
傳
を
全
く
す
べ
し
と
。
乃
ち
箱
根
に
次
り

至
道
庵
に
抵
る
。

安
永
山ハ
年
丁
酉
O
師
五
十
七
歳
〇

七
月
太
平
山
に
登
り
且
つ
覗
し
て
曰
く

コ
ニ
皇
太
紳
三
部
祀
紳
八
百
萬
紳
及
び
解
脆
、
光
潤
、
白
翁
の
三
塞
若
し
紳
傳
扶
起
の
願

有
ら
ば
則
ち
疾
く
冥
護
を
加

へ
た
ま
へ
L
と
旋
々
還
た
天
命
春
日
岡
の
本
行
堂
に
於
て
灌
傳
式
を
爲
す
。
其
言
廣
淵
に
其
意
深
長
な

り
、
是
れ
傳
達
の
紳
人
に
匪
ら
ざ
る
よ
り
は
何
を
用
つ
て
か
之
を
能
く
せ
ん
L
と
、
途
に
乃
ち
言
を
足
利
行
道
の
二
勝
地
に
寓
し
て

八
椚
の
山
田
翁
に
謁
す
。
先
づ
意
に
約
し
て
謂

へ
ら
く
此
翁
皇
天
の
道
に
長
じ
紳
簸
の
内
に
遊
ぽ
Σ
當
さ
に
我
が
名
を
嘉
き
て
喜
び

我
が
読
を
聞
き
て
愕
く
べ
し
、
憔
し
亦
凡
常
の
士
な
ら
ば
則
ち
我
を
見
る
と
も
心
膓
を
蒔
べ
し
、
先
づ
其
虚
實
を
相
し
て
取
捨
を
存

す
べ
し
と
、
乃
ち
入
り
て
翁
を
見
る
。
翁
便
ち
立
ち
て
迎
ふ
、
目
撃
し
て
道
存
す
。
是
に
於
て
翁
を
請

ふ
て
師
命
と
な
し
灌
傳
を
企

て
ん
と
欲
す
。

一
夜
塞
申
よ
り
告
げ
て
曰
く

「
依
君

(
依
田
伊
織
な
り
)
は
行
道
の
學
仙
な
り
、
山
士

(
山
田
左
近
な
り
)
は
傳
法

の
英
命
な
り
。
師
夫
れ
長
を
以
て
其
短
を
補
は
父
則
ち
實
に
一
箇
の
紳
乗
の
摩
尼
珠
な
り
」
と
。
師
之
を
嘉
き
倍

汝
灌
傳
を
尚
ぶ
。

然
れ
ど
も
亦
山
氏
の
門
人
師
を
難
ず
る
者
あ
り
是
の
故
に
敢
て
果
さ
ず
、
九
月
二
十
三
日
二
三
子
と
共

に
紳
拝
殿
を
受
く
、
之
を
修

す
る
こ
と
七
十
日
、
満

一
千
座
。
叉
三
重
の
秘
法
を
修
す
る
こ
と
亦
復
満
二

千
。
翁
便
ち
師
の
願
力
堅
確
な
る
こ
と
を
察
し
、
僧
に

灌
室
を
螢
ま
ん
こ
と
を
議
す
。

安
永
七
年
戊
。
戌
師
五
十
八
歳
。

叉
灌
殿
の
螢
締
漸
く
成
る
、
是
を
以
て
十
八
日
を
初
灌
入
垣
の
吉
辰
と
爲
し
九
月
十
二
日
再
灌
傳
を
受
く
、
此
時
實
害
、
再
篇
、



七
十
二
傳
、
皆
授
く
る
所
と
な
る
。
但
だ
寛
灌
に
至
り
て
は
則
ち
傳
法
の
極
致
た
り
。
是
に
由
り
て
同
二
十

一
日
特
に
潔
齋
し
て
入

室
し
寛
灌
の
最
傅
備
悉
せ
ざ
る
莫
し
、
前
後
三
灌
を
受
く
る
者
通
計
八
十
四
人
な
り
、
但
だ
師
の
み
疑
問
請
釜
す
る
こ
と
五
十
鹸
日

な
り
。
是
に
於
て
紳
興
の
大
較
を
暗
ん
ず
。

天
明
元
年
庚
子
。
師
六
十

一
歳
。

吾
道
の
宮
に
詣
る
。
師
嘗
て
紳
傳
を
受
け
し
よ
り
大
紳
宮
を
欽
慕
す
る
こ
と
最
も
深
し
、
然
れ
ど
も
修
途
便
を
得
ず
猫
ほ
且
つ
中

古
以
降
殆
ど
聖
迩
を
失
ふ
、
今
の
吾
道
宮
と
稻
す
る
も
の
は
嘗
て
兵
革
に
移
換
せ
ら
れ
た
る
者
な
り
、
師
恒
に
聖
　
を
識
ら
ざ
る

ま
さ
て
る

を
以
て
恨
と
な
し
N
の
み
。
五
月
偶
汝
林
釜
胤
の
紹
介
を
経
て
本
田
政
昭
に
遇
ふ
、
頗
る
信
陽
の
輿
地
志
に
通
ず
乃
ち
吾
道
宮
の
太

古
鎭
座
の
醤
趾
を
示
す
。
師
之
に
由
り
て
大
い
に
本
懐
を
伸
ぶ
。
乃
ち
廣
前
に
就
き
て
紳
供
璽
祭
を
行
ふ
◎
維
れ
時
に
六
月
七
日
な

り
o

天
明
五
年
乙
己
Q
師
六
十
五
歳
。

神
儒
佛
三
法
孝
経
口
解
を
撰
し
以
て
後
昆
を
導
く
o

天
明
六
年
丙
午
。
師
六
十
六
歳
。

多
賀
谷
氏
師
に
紳
傳
を
受
け
ん
事
を
請
ふ
。
伍
て
不
田
の
乾
隅
に
就
き
て
灌
室
を
構

へ
、
初
再
寛
の
三
灌
並
に
七
十
二
の
秘
典
を

授
與
す
。
是
に
於
て
紳
傳
略
ぽ
畢
る
。
爾
後
主
家
の
諦
せ
ら
る
る
に
遣
び
て
亦
冤
ぜ
ら
れ
て
江
都
に
遊
び
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し

て
永
逝
し
其
傳
も
亦
亡
び
ぬ
惜
し
い
か
な
。

堆
雲
註
。
師
の
年
譜
申
、
先
代
醤
事
本
記
と
か
禁
鋼
に
遭
ふ
と
か
、
黒
瀧
潮
音
、
長
野
采
女
な
ど
云
汝
の
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
天
和
元
年
に
於
け
る
先
代
奮
事
大
成
経
の
儒
作
事
件
の
こ
と
で
、
志
摩
國
伊
雑
宮
紳
主
の
家
に
傳
は
る
古
記
録
に
よ
つ
て
妄
作

し
同
宮
を
紳
宮
の
上
に
置
か
ん
と
す
る
爲
め
の
不
純
の
も
の
で
物
議
を
起
し
關
係
が
所
罰
さ
れ
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。

づ

東
嶺
和
爪伺
の
無
塗
燈
論

の
論脚
道
思
相
心
及
び
「
吾
道
宮
縁
由
」
に

つ
い
て

九
七
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九
八

第
七
節

妙
心
寺

に
於
け
る
東
嶺
和
荷
の
騨
道
説

に
つ
い
て

川
上
孤
山
氏
の
妙
心
寺
史
中
に
於
て
東
嶺
和
樹
の
神
道
に
つ
い
て
相
當
深
く
言
及
さ
れ
て
お
り
、
苦
心
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
が
、
東
嶺

和
尚
年
譜
よ
り
離
れ
た
所
論
で
あ
る
爲
め
和
倫
の
神
道
に
つ
い
て
の
批
制
が
適
切
を
訣
い
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
今
薮
に
駁
読
を
書

く
逞
は
な
い
が
太
嶽
請
和
省
が
見
魔
軒
飴
録
に
於
て
、
宗
源
神
道
依
二騨
宗
一而
立
γ之
。

伊
鼻
諾
、

伊
弊
冊
奪
榔
杖
之
庭
、
彼
謂
非
7参
二

芭
蕉
柱
杖
之
則
↓
則
難
二會
得
一也
。
な
ど
が
面
白
い
記
事
で
あ
る
が
此
の
場
合
和
省
の
紳
道
に
は
關
係
な
い
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て

「
宗

源
主
義
を
評
読
し
灘
的
王
的
王
道
を
論
述
し
た
の
は
我
灘
門
の
白
隙
下
の
東
嶺
で
あ
る
」
と
云
つ
て
い
る
が
是
れ
も
和
尚
の
年
譜
と
離
れ

た
著
者
の
猫
見
で
あ
る
。
只
だ
東
嶺
和
尚
晩
年
の
著
た
る

「
紳
儒
佛
三
法
孝
経
口
解
」
を
引
用
し
て
あ
る
の
で
其
條
を
引
用
し
て
和
術
の

紳
道
観
の

一
班
を
知
る
こ
と
に
す
る
。

「
紳
乗
者
帥
日
本
國
之
正
道
故
、
上
王
公
貴
人
、
下
萬
民
百
姓
に
至
る
ま
で
知
ら
で
協
は
ざ
る
こ
と
な
り
、
然
れ
ど
も
今
行
は
る
Σ
紳

あ
ま
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

あ
ま
の
ふ
と
だ
ま
の
み
こ
と

あ
ぼ
の
や
こ
こ
ろ
の
み
こ
と

道
に
二
種
あ
り
、
開
元
の
初
め
三
部
の
組
紳

(
天

物
梁

命

爲
二宗
源
組
↓
天

大

玉
命

爲
二齋
元
狙
↓
天

八

意
命

爲
二嬢
宗
組
幻
)
.

詔
あ
り
法
式
を
立
て
ら
る
、
究
歌
、
祀
言
、
的
傳
的
受
し
て
前
後
審
詳
事
理
具
足
し
た
る
を
古
代
の
正
道
と
云
ふ
。
申
古
よ
り
兵
齪
に

焼
失
し
て
、
儒
佛
混
雑
し
書
を
改
め
、
法
を
改
め
、
日
本
の
古
法
を
取
り
失
ひ
た
る
を
當
世
の
紳
道
と
云
ふ
。
其
古
代
の
紳
道
に
三
部

あ
り
、

一
者
{示
源
、
二
者
齋
元
、
三
者
璽
{示
也
o
(同
書
上
巻
)

宗
源
は
理
極
ま
り
、
.嬢
宗
は
事
極
り
、
.璽
宗
は
合
道
心
法
の
極
り
な
り
Q

三
法
孝
経
口
解
は
和
術
晩
年
の
著
作
な
れ
ば
紳
道
傳
授
を
受
け
た
る
後
の
著
作
た
る
故
に
和
倫
の
年
譜
と
封
比
し
て
讃
め
ば
其
の
思
想
を

あ
ま
の
や
こ
こ
ろ
の
み
こ
と

知
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
し
て
天

八

意

命

に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
是
れ
が
思
無
命
の
こ
と
で
、
吾
道
宮

の
祭
紳
で
あ
り
和
荷
が
最

も
尊
信
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
後
節
に
述
べ
る
。
猫
川
上
氏
は
山
王
一
實
紳
道
に
つ
い
て
詳
読
さ
れ
て
い
る
が
、
是
も
東
嶺
和
荷
と
直



接
の
關
係
は
な
い
o

第
入
節
.

無
鑑
燈
論

の
定
本
は
和
爪阿
の
老
年
に
完
成
せ
る
も

の
と
思
は
る

無
甕
燈
論
は
其
の
序
文
に
よ
る
も
、
年
譜
に
よ
る
も
師
の
二
十
八
歳
(寛
延
元
年
)
の
時
に
著
蓮
さ
れ
た
も
の
で
序
文
は
三
十

一
歳
(寛
延

四
年
)
の
秋
淺
草
の
無
文
齋
に
て
書
い
た
こ
と
.に
な
つ
て
い
る
。
從
っ
て

一
般
に
そ
の
檬
に
信
ぜ
ら
れ
、

各
所
の
提
唱
に
於
て
も
其
の
檬

に
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
考
へ
て
見
る
に
和
術
が
二
十
八
歳
の
頃
僅
か
に
三
十
日
間
で
述
作
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
そ
の
構
想
文
僻
の

精
妙
、
整
備
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
抜
群
の
才
學
に
ょ
り
そ
れ
は
可
能
と
し
て
も
、
流
通
第
十
に
於
け
る
絆
道
に
關
…し
斯
く
ま
で

に
究
は
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
珈
か
疑
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ
た
。
併
し
此
黙
に
つ
い
て
は
和
術

の
生
家
を
紳
宮
で
あ
る
か

ら
と
聞
い
て
居
た
も
の
x
其
の
年
譜
を
見
る
と
紳
官
に
は
全
然
關
係
な
き
に
於
て
猫
更
ら
で
あ
つ
た
。
嘗
て
金
森
文
龍
氏
の
無
鑑
燈
論
講

録
な
る
本
を
讃
む
と
次
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

著
作
ノ
年
時
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ハ
、
著
者
ノ
自
ラ
述
ル
ト
コ
ロ
ニ
篠
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
夫

二
從

ヘ
バ
今
論
ノ
著
作

ハ
白
隠
和
樹
示
寂
十
七

八
年
前
デ
ア
ル
。
然
ル
ニ
本
文
中
白
隠
和
街
ヲ
指

シ
テ
先
師
ト
云
テ
居
ラ
ル
ル
。
先
師

ハ
寂
後
ノ
稻
デ
ア
ル
。
是
レ
一
ノ
不
審
ナ
リ
。

と
云
つ
て
い
る
が
尤
も
の
疑
問
で
あ
る
。
先
師
云
々
は
向
上
第
六
に
あ
る
。
在
世
の
師
を
先
師
と
云
ふ
筈
は
無

い
。
是
は
無
盤
燈
論
定
本

が
後
に
な
つ
て
出
來
た
誰
擦
の

一
つ
で
あ
り
、
文
字
の
適
否
を
等
閑
に
さ
れ
又
白
隠
和
術
寂
後
で
あ
つ
た
か
ら
先
師
と
さ
れ
て
も
無
理
の

な
い
感
じ
で
あ
つ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。

猫
無
蜜
燈
論
の
蹟
文

(霧
隠
和
爾
寛
政
十
二
年
)
に
ょ
れ
ぽ
東
嶺
和
荷
は
無
壷
燈
論
の
稿
本
は
久
し
く
巾
笥
の
申
に
藏
…し
人
に
見
せ
し
め

ず
、
密
か
に
是
を
讃
み
感
激
し
是
を
世
に
公
に
せ
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
和
術
之
を
肯
は
ず
と
。
是
は
天
明
八
年
師
の
六
十
八
歳
の
時
の
こ
と

で
著
作
以
來
四
十
年
を
経
て
の
話
で
あ
る
。
そ
の
後
乞
ふ
こ
と
二
三
漸
く
印
行
の
こ
と
に
な
り
爲
本
を
集
め
校
讐
す
る
な
ど
に
五
年
を
要

東
…領
和
伺
の
無
誰
燈
論
の
稗
道
思
想
及
び
「吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

轟

九
九



暉

學

研

究

一
〇
〇

し
寛
政
四
年
師
の
示
寂
の
年
に
漸
く
定
本
が
出
來
た
。
此
の
年
師
が
示
寂
さ
れ
た
の
で
果
さ
ず

一
周
忌
に
龍
澤
の
人
汝
と
話
し
更
ら
に
四

年
後
の
寛
政
九
年
に
京
都
に
て
印
行
に
か
エ
り
同
十
二
年
に
上
梓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
和
省
が
刊
行
を
許
諾
さ
れ
た
六
十
八
歳
前
後
は
神
道
に
封
す
る
熱
の
入
れ
方
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
で
あ
り
、
吾
道
宮
参
詣
も

こ
の
少
し
前
で
あ
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
年
譜
に
封
照
す
れ
ば
判
明
す
る
が
無
鑑
燈
論
は
か
Σ
る
雰
團
氣
の
申
で
校
正
定
本

と
な
つ
た
も
の
で
、
二
十
八
歳
の
述
作
そ
の
ま
エ
で
な
い
も
の
と
推
考
さ
る
る
。
其
の
全
文
に
亘
つ
て
如
何
に
校
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

や
否
や
は
定
中
の
和
術
が
知
る
の
み
で
他
よ
り
の
窺
知
は
許
さ
れ
な
い
が
以
上
の
推
論
を
容
る
」
飴
地
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

又
年
譜
四
十
四
歳
の
條
を
見
る
と
そ
れ
以
前
神
道
に
は
關
係
な
き
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
東
嶺
和
術
自
身
無
盤
燈
論
の
序
文
の
絡
り

に
、
他
時
再
び
考
勘
を
待
つ
て
定
本
と
爲
す
べ
き
の
み
、
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
照
慮
せ
ば
定
本
後
年
説
は
無
理
の
推
定
で
な
く
、
又

金
森
氏
の
疑
問
も
是
に
よ
り
解
決
し
得
ら
る
エ
の
で
あ
る
。

第
九
節

思

兼

命た
か
み
む
や
び

の

か
み

と

こ
よ
の
お
も
ひ
か
ね

お
も
ひ
か
ね
の
み
こ
と

思

蕪

命

は
思
金
命
と
も
常
世
思
金
命
と
も
云
ふ
。
高
皇
産
.簸
紳
の
御
子
、
頗
る
思
慮
に
富
み
数
人
の
思
ひ
計
る
こ
と
を

一
人
に
て
兼

や
こ
こ
ろ
お
も
ひ
か
ね

ね
給
ふ
故
に
八
意
思
兼
命
と
も
云
は
れ
て
い
る
。
天
照
太
紳
が
天
の
岩
戸
に
隠
れ
さ
せ
給
ひ
し
時
太
神
を
出
し
参
ら
せ
ん
と
す
る
時
の
策

お
し
ぼ
の

謀
は
こ
の
命
の
立
案
で
あ
り
、
忍
穗
命
の
天
降
ら
ん
と
せ
し
時
の
紳
慮
も
こ
の
命
の
與
か
る
と
こ
ろ
で
あ
り
古
事
記
日
本
書
紀
な
ど
に
是

あ

ち

等
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
長
野
縣
下
伊
那
郡
の
阿
智
神
肚
と
秩
父
の
秩
父
神
批
の
祭
紳
と
な
つ
て
い
る
が
、
東
…嶺
和
荷
時
代
に
は
秩

父
神
肚
の
方
は
知
汝
天
彦
命
が
主
祭
紳
で
あ
る
爲
め
現
は
れ
て
居
な
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
又
延
喜
式
を
見
れ
ば
巻
第
十
(神
祇
十
)

あ

ち

紳
名
下
に
、
信
濃
國
珊
八
肚

(
大
七
座
、
小
光

一
座
)。

伊
那
郡
二
座

(
並
小
)
大
山
田
紳
肚
。

阿
智
紳
肚
。
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
重
要
の
こ
と
で
あ
り
、
由
緒
の
輕
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
東
嶺
和
尚
は
阿
智
紳
就
の
所
在
を
延
喜
式
に
よ
り
知
ら
れ
た
も
の
と
思
は



る
N
。
既
に
第
七
節
に
記
し
て
あ
る
通
り
三
法
孝
経
口
解
に
於
て
も
和
荷
が
尊
信
さ
れ
て
い
る
次
第
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
阿
智

あ
ち
の
み
や

宮
と
も
吾
道
宮
と
も
云
は
れ
て
居
た
と
見
ゆ
る
。
古
事
記
に
よ
れ
ば
、
素
諜
鳴
尊
が
天
照
太
紳
に
封
し
種
汝
な
齪
暴
の
所
行
を
な
さ
れ
た

の
で
途
に
天
の
岩
戸
に
入
ら
せ
給
ふ
た
。
爲
め
に
高
天
原
は
皆
暗
ら
く
常
夜
と
な
つ
た
の
で
紳

々
は
騒
ぎ
立
て
其

の
聲
は
狭
蝿
の
如
く
、

た
か

み

む

ず

び
の

萬
つ
の
妖
患
が
焚
生
し
た
。
そ
こ
で
八
百
萬
の
神

々
が
天
の
安
河
原
に
紳
集
ど
ひ
さ
れ
て
高
御
産
巣
日
神
の
御
子
、
思
勲
命
に
思
は
し
め

あ
ま

つ

ま

ら

て
常
世
の
長
鳴
鶏
を
集
ど
へ
て
鳴
か
し
め
て
、
天
の
安
河
の
河
上
の
、
天
の
堅
石
を
取
り
、
天
の
金
山
の
鐵
を
取
り
て
鍛
人
天
津
麻
羅
や
、

い

し

こ

り

と
め
の

み
こ
と

あ
ま
の
う
づ
め
の
み
こ
と

あ
ま
の
た
ぢ
か
ら
を

伊
斯
許
理
度
費
命
に
鏡
を
作
ら
し
め
て
云
汝
。
か
く
て
天
細

女

命

の
舞
な
ど
あ
つ
て
最
後
に
天
手
力
男
紳
に
よ
り
太
紳
を
引
き
出
し
天

地
再
び
明
ら
か
に
な
つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
太
紳
引
き
出
し
は
思
勲
命
の
紳
慮
に
よ
つ
て
實
行
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
書
紀
に
は

「
か
れ
思
蒙
紳
深
か
く
謀
り
遠
く
慮
り
て
」
と
書
い
て
あ
る
。

又
、
山
鹿
素
行
の
申
朝
事
實
の
知
絆
章
に
も
此
の
神
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
徳
川
時
代
諏
訪
藩
校
に
長
善
館
と
云
ふ
の
が
あ
つ
た

が
、
其
の
祭
紳
は
思
勲
命
で
あ
つ
た
。
慶
藩
の
際
取
殿
さ
れ
今
は
同
地
手
長
神
肚
境
内
へ
改
祀
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
る
が
輝
堂
内
に
文
殊

大
師
を
祭

つ
た
と
同
じ
意
味
で
あ
つ
た
と
見
え
る
。

第
十
節

吾

道

宮

縁

由

あ
ち
の
み
や

吾
道
宮
に
つ
い
て
は
既
に
序
説
に
書
い
て
あ
る
が
長
野
縣
下
伊
那
郡
智
里
村
字
書
神
に
鎭
座
す
る
郷
肚
で
延
喜
式
に
記
さ
れ
て
い
る
神

あ
め
の
お
も

祉
の
一
つ
に
て
、
三
代
將
軍
家
光
よ
り
代
々
高
十
石
が
奉
漱
さ
れ
た
由
緒
あ
る
紳
肚
で
あ
る
。
そ
の
祭
紳
は
八
意
思
兼
命
が
主
紳
で
天
表

は
る

　び

た
て

み

な

か
た

春
命

(
思
鍍

命

の
兄

)
と

建
御
名

方

命

(
諏
訪

大

明
紳

)
が
併

祭

さ

れ

て
い
る
。
今

左

に
東

嶺

和
省
撰

述

を
爲

記
す

る
。

吾
道

宮
縁

由
。

中

二
有

二
三
義

一
一
者
本

縁
。

二
者

耐
書

考
。

引

謹

一
本
縁

者
。

東
嶺
和
禽

の
無
謹
燈

論
の
榊
道
思
想
及
び
「
弾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

一
〇

一



縄

學

研

究

一
〇

二

て
そ

や

あ
む
あ

　
て
　
ぜ
そ
と
　
　

吾
道
太
紳
宮
ト
申

ハ
天
ノ
八
意
ノ
命
又
ハ
天

思

勲

　
　
こ
あ
べ
と
　
こ
　
　

ち
　

ゑ
　

命
ト
申
テ
、
猫
道
第
六
世
高
皇
産
簸
奪
甥

笙

御

て
　
　
ゑ
ろ
ゐ
　
ず
　

子

ニ
テ
戸
隠
山
ノ
奥
ノ
院
天
手
力
雄
命
ト
ロ
ノ
法
光

　
　
　
か

　
　
み

院
天
表
春
命
ト
ノ
御
父
ナ
リ
後
中
院

二
鎭
座
シ
テ
愚

げ
ず
こ
み
こ

蒙

ノ
男

女

ヲ
利

釜

セ

ン
ト
誓

玉

フ
大

榊

也
。

タ
キ
カ
ン
ウ
ク

ァ
マ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ

天
照
太
紳
ノ
磐
戸

へ
隠

ソ
玉
シ
時
高
天
原

二
於
テ
三
種
ノ
紳
器
ヲ
持

へ
五
調
ノ
紳
…樂
ヲ
教

へ
庭
火
ヲ
嶢
紳
歌
ヲ
唱

へ
天
細
女
命

二
手
ノ

ほ
　

　
　

　
　
　
　

舞

足

ノ
踏

ヲ

理

ヲ
極

メ
事

ヲ
備

ヘ
テ
天
磐

戸

ヲ
震

動

セ
天
照
太

紳

ノ
御

心

ヲ
勇

メ

テ
世

二
顯

レ
國
ヲ

治

メ
天

地
ヲ
照

り
耀

セ
玉

フ

ハ

　
ゆ
が
ぎ
　
ゆ

て
　
　
　
ぞ
お
　

か
　
が
　
　
か

　
　
　
　
　

偏

二
此

ノ
吾
道

大
紳

ノ
御
力

ラ

ナ
リ

、
三
部

ノ
紳

道

ト
申

ハ

一
ニ
ハ
宗

源

道
是

ハ
天

物
梁

命

ヲ
元

祀

ト

ス
ニ

ニ

ハ
齊

元

道
是

ハ
天

太

玉

タ
カ
ツ
ミ
ナ
モ
ト
ノ
ミ
ノ
リ

イ
ン
ツ
ミ
モ
ト
ノ
ミ

ノ
リ

　
　

　
　
　
ゆ

命

ヲ
元

祀

ト

ス
三

ニ
ハ
鰹

宗

道
是

ハ
正
ク

此
大
紳

八
意

命

是

ナ
リ

、
宗

源

ハ
理

極
、
齊

源

ハ
事

極

、
簸
宗

ハ
合

道

心
法

ノ
極

ト
申

シ
テ

　
　
　
こ　
そ
　
　

開

天

ノ
間
天
神

七
代

ノ
旨

ヲ
読

ヲ
宗

源

ト

シ

盛

天

ノ
時

地
紳

五
代

ノ
道

ヲ
説

ヲ

齋

元

ト

シ

喪

天

ノ
世
人

皇
萬

代

ノ
理

ヲ
教

ヲ

簸
宗

ト

ス
、
次

第

ヲ
云

ヘ

ハ
{示
源
齊

源
璽

宗

ト

イ

ヘ
ト

モ
實

ハ
盤

{示
ヲ
以

テ
本

ト

ス
此

ノ
璽

宗

ノ
道

ヲ

明

メ
知
ラ

サ

レ
ハ
{示
源
齊

元
共

昌
我

手

二
入

ラ

ス
此

ノ
鯉

宗

ハ
心
學

ニ
シ
テ
天
照

太
紳

ノ
教

へ
紳

道
修

行

ノ
事

ヲ
司

リ
凡
夫

ヲ
導

テ
紳

仙

二
成

ラ

シ
ム
ル
ノ
道

ナ
リ
是
故

二
此

せ
　
　
ゐ
こ
　
せ
　
　
　
こ

吾
道

ノ
太
紳

ハ
八

百
萬

紳

ノ
申

ニ

ハ
第

一
ノ
智
紳

功
紳

仰

キ
崇

ム

ヘ
キ

ノ
肚

ナ
リ
。

人
皇

八
代
孝

元
天

皇

ノ
御
代

二
天
降

鎭
座

シ
玉

フ
後

戸
隠

山

ノ
相

殿

二
鎭

メ
奉
リ

テ

又

求
法

房

塘
尺

ノ
時

二
中

隠

へ
移

シ
上

ル

ト

ナ

リ

、
古

シ
此
吾
道

宮

ノ
紳
主

ハ
彼

表

春
命

ノ
子

孫
相
績

セ
リ
、
今

血

豚

ハ
知

ソ
ズ

ト
イ

ヘ
ト

モ
家

ハ
表

奉
命

ノ
子

孫
吾

道
宮

ノ
遠

商

ナ

リ

ト

心
得

ヘ
キ
車
7ナ
リ
〇

二

紳

書
考

　
こ
　

先
代
奮
事
本
紀
又
ハ
大
成
経
ト
云
、
此
書

ハ
推
古
帝
二
十
八
庚
辰
年
聖
徳
太
子
二
敷
シ
テ
選
述
セ
シ
メ
玉
フ
其
後
蝦
夷
ガ
火
二
依
テ
焼



　
あ
　

ぎ
ま
　
ぎ

こ　　
　

失

シ
入
鹿

ノ
齪

ニ
テ
禁

庭

ニ
ハ
傳

書
共

二
自
然

二
失

セ
タ
リ

、
近
江

佐

汝
木
明
紳

之

宮
高

野
庵
室

清

瀧
明
紳

之

宮
、

上
州

簑
輪

城
長
野

信
濃
守

ノ
家

ト
三

ケ
所

二
相
傳

有
來

タ

レ
ト

モ
爾

傳

ハ
早
ク
断
絶

シ
テ
ロ
ハ
武
家

相
傳

長
野

ノ
城

内

ニ
テ
相

績

セ
リ
、

甲
斐

ノ
信

玄

二
家

ゆ
お
　

亡
サ

レ
テ
途

二
其

子
孫

長

野
采
女

二
到

テ

一
庭

不
佳

ト
道

士

ト

ナ
リ

シ
ユ

ヘ

ハ
近
來

此
書

世
間

二
流

通

セ
リ

、

一
旦
伊
勢

ヨ
リ
相
障

ル

ず
そ
　
　
　

由
申
出

シ
公
訴

二
及
ヒ
先
當
分
遠
慮
可
レ然
由
被
二仰
付
一表
晴
テ
ハ
流
通
セ
サ
ソ
ト
モ
五
十
年
依
田
伊
織
ト
申
神
人
殊
之
外
學
才
事
行

共
勝
タ
ル
故
上
野
準
后
宮
様

二
被
二取
用
一依
γ
之
有
徳
隠
殿
ノ
御
嘉

二
入
途
二
桃
園
院
天
皇
帝
ノ

御
感
ヲ
蒙
リ
剰

へ
推
古
帝
農
翰
ト
申

傳

ヘ
シ
紺
紙
金
泥
ノ
本
紀
十
六
巻
迄
出
、
古
書
之
誰
撮
甚
分
明
也
印
伊
雑
宮
ノ
紳
書
也
、
昔

ハ
伊
勢
ノ
國
也
今
属
志
摩
國
云
汝
。

日
本
書
紀
。
聖
徳
太
子
選
述
ノ
奮
事
太
紀
焼
失
後
七
十
六
年
彼
太
子
所
述
ヨ
リ

ハ
一
百

一
年
後
、
元
正
帝
養
老
四
年

二
天
武
第
三
ノ

子
含
人
親
王
大
安
磨

二
敷
シ
テ
此
書
ヲ
編
セ
シ
メ
玉
フ
、
大
成
経
焼
失
シ
テ
事
不
分
明
故
諸
家

二
所
秘
之
傅
書
ヲ
取
リ
聚
メ
テ
漸
ク

ン

選
述
シ
玉

ヘ
リ
、
二
義
三
義
二
渡
リ
テ
疑
敷
事
間
多
シ
奮
事
紀
十
巻
、
古
事
記
三
巻
是
ヲ
合
セ
テ
三
部
ノ
神
書
ト
云
專
ラ
取
リ
用
ル
事

ナ
リ
、
此
二
書

ハ
日
本
紀
以
前

二
實
ノ
奮
事
本
紀
ヲ
抜
書

ニ
シ
テ
所
汝
ノ
紳
批

ニ
ア
リ
シ
ヲ
追

汝
書
聚
メ
タ
ル
ヲ
蕉
事
紀
ト
名
ヶ
又
畳

好
ノ
老
人

二
聞

シ
事
ヲ
語
ラ
セ
テ
書
記
タ
ル
ヲ
古
事
記
ト
云
依
之
惣
膣
暗
記
ノ
失
多
シ
テ
間
違
少
ナ
カ
ラ
ス
。

元
元
集
。
村
上
天
皇
ノ
苗
商
、
多
氣
ノ
御
所
北
畠
大
納
言
材
親
卿
、
後

二
北
畠
準
后
ト
云
、
此
人
伊
勢
ノ
肚
家
衰

ヘ
シ
ヲ
悲
テ
此
書

ヲ
編
集
シ
テ
紳
道
ヲ
申
興
セ
リ
、
是
ヲ
伊
勢
流
ト
云
Q

雑
神
書
。
此
外
紳
書
ト
申
テ
撒
多
ア
レ
ト
モ
事
賢
正
シ
テ
取
ル
ニ
堪
タ
ル
書
少
シ
別
而
近
來
造
リ
出
セ
ル
書

ハ
皆
儒
者
ノ
所
編
故

二

先
佛
法
ノ
誘
ヲ
以
テ
第

一
ト
セ
リ
三
部
ノ
紳
書
迄
誹
誘

シ
テ
或

ハ
儒
書
ト
名
或

ハ
錯

レ
リ
ト
云
テ
新
法
ヲ
エ
ミ
出

シ
我
日
本
ノ
古
實
ヲ

失

ヘ
リ三

引
諮

大
成
経
紳
皇
本
紀
之
下
孝
元
天
皇
五
年
正
月
天
八
意
命
紳
將
児
大
神
手
力
雄
命
天
降
科
野
親
立
吾
道
ノ
宮
入
宮
、
鎭
座
手
力
雄
命
迂
、

東
…領
和
伺
の
無
虫讐燈
論
の
淋
道
思
想
及
び
「吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

一
〇
三



輝

學

研

究

一
〇
四

戸
隠
山
此
山
深
人
不
入
螢
岩
窟
鎭
座
、
明
年
春
三
月
二
紳
共
入
内
謁
天
皇
語
其
状
天
皇
悦
設
祭
供
人
皇
八
代
。

+
奮

事
記
量

商
皇
産
舞

亦
名
高
魂
霧

化
天
神
篁

ハ
世
轟

也
昊

異

命
天
降
信
濃
國
阿
智
祀
部
籍

暮

神
名
帳
下
皆

濃
國
四
+
八
座
麓

樫
産

伊
那
郡
二
座
、
大
山
黒

砒
、
阿
智
紳
肚
。

私
考
薮
日
大
小
者
且
依

崇
敬
輕
重
一耳
如
二近
江
多
賀
紳
枇
一諾
冊
二
奪
鎭
座
猿
女
二
命
神
肚
功
恩
殊
〆世
之
肚
也
然
以
レ
小
記
7
之

如
二大
和

一
言
主
紳
一只
是

一
小
紳
而
受
二天
刑
一之
肚
也
然
以
レ大
祭
γ之
是
蓋
時
帝
王
依
ご意
願
一別
加
二大
祭
一以
爲
レ例
鰍
。

元
棄

二
計

讐

本
督

七
代
墾

二天
神
別
高
皇
至
籍

里

同
巻
計
ご
蕾

養

讐

山豊

憲

神
萎

雲

二憲

嶺

瑠

愈

次
云
二思
金
會

註
智
性
舞

相
二殿
姫
紳
免

云
失

手
力
雄
命
高

せ

古
語
拾
書

巳
下
有
・蘂

事
室

士

ハ
丁
自

・塁

命
之
功
・

同
星

什
三
+
二
人
天
降
供
奉
・
玉
・
第
=
一+
天
表
春
命
註
八
意
嚢

児
也
信
乃
阿
観

肇

祀
同
杢

什
伊
讐

在
志
摩
馨

志
郡
伊

雑
村
太
神
宮
相
去
八
十
三
里
櫓
二天
照
大
神
遙
宮
一御
形
鏡
坐
。

明
和
五
年
壬
子
慮
二洛
北
等
持
之
請
一次
テ
路
過
二信
州
一仰
二深
情
鴨

人
道
攣
遽
神
道
常
。
璽
珠
眞
鏡
貴
無
レ光
。

我
雄
二下
世

一
丁
禿
喝

曾
憶
二上
天
八
意
王
喝

先
聞
三吾
道
大
神
宮
之
切
最
冠
二天
下
一恭
慕
ン之
已
三
十
年
薮
歳
辛
丑
五
月
依
二林
釜
胤
之
恵
「途
得
下其
肉
叔
本
多
政
昭
翁
之
以
二書

圖
一告
中紳
宮
之
寳
上
満
三
十
年
之
志
了
也
伍
二
一
偶
一以
留
二事
實
}而
己
。

　

　

　

　

　
　
　
を　
　

　

　
　　
　

明
和
壬
子
重
陽
頃
路
入
二信
州
脚問
釜
驚
親
闘
國
不
ン
知
室
獄
レ頚
紀
年
得
レ實
貴
非
γ紳
日
尊
吾
道
宗
齋
…本
熊
野
梅
現
月
聖
始
見
儒
佛
眞
何
世

　

　
　
　

　
　

　
　
ぎ

失
レ名
忘
γ徳
久
開
天
功
義
使
二
誰

鄭
喝

べ
　

天
明
元
年
辛
丑
六
月
七
日
途
二
三
十
年
之
素
懐
一恭
在
二信
州
吾
道
紳
肚
廣
前
一修
二紳
供
簸
祭
之
儀
一了
伍
以
二
一
偶
一伸
二灘
情
一兼
澱
二

　

林

氏
之

恩
恵

一云
爾

。

り

　

　

　　

ぺ

　

り

べ

　

　

　
　

　

と

　

從
μ嗣
二神
孫
一已
十
年
。
今
農
且
喜

拝
二宮
前
鴨

無
私
天
鑑
避

無
ン虞
。

水
緑
山
青
吾
道
顔
。



住
豆
州
龍
澤
東
嶺
頭
陀

圓
慈
謹
題

花
押

ゐ
ぎ
　
こ　
　
　
　

　
　
り
　
　
　
　

紳
文
四
十
有
七
言

蓄
鈴
智
劃
耕
騨
群
書
鯉
脊
蝉
麿
羅
年
勲
細
瀞
腱
齢
即
惣
妙
鰍
瀞
吻
蜘
隙
壁
響

加
侮
能
蜘
秒
瀞
轄
能
慶
顛
恥
極
鮎
鰍
卿
無

ず
ぎ
　
て
　
　
ぎ
　
　

右
先
天
紳
言

懸

旬
.
漣
.潔
.駕
チ轍
イ移
リ
繍
ト
慰
.ト傷

..六
チ欧

虚

..轟

.錦

.襲

.郵

.蟻

、梶
..臨
,栂

ク
.盈
城

.
鄭
.
.鵬
ヤ
.
膨
.チ繕
.り
如
.翻
.

撚

繍

築

癖

。.
響
.
.零

リ蜜
.。膨
.
.淘

.舞

遜

.麟

.ト

.斑

.
緬
..脚
誠

ト
彫

.

　
の　
　
　
　
　
ぎ
　
　

右
後
天
紳
言

豆
州
龍
澤
豊
嬢
魂
命
紳
道
総
頚
日

　
ゐ

　

　

こ　ぜ
や

大

哉

内

外

一
貫

狙

坐

二
断
宗

源

一
治

二四

天

噌

爾

衙

七

神

開

九

六

三
歳
猫

聖
導

二
原

泉

一

デ

ブ

・

'
ク
。
ミ

李

シ

ヘ
ヲ

ム

ヲ
炉

ミ

ハ
テ

9

ハ
タ
テ

需;

ナ
リ

興

レ
教

明

レ
心

八

耳

仙

地
ー
照

重
依

二
眞

照

一顯

日
奪
韓
室

二
繹
尊

一
圓

建

7
功

司
γ
世

玄

躬
餐

　

　
ゐ

　
　

　
　

　
り

べ
　
　

ご

　

　

り

べ

　
み

非
レ通
二理
氣
申
過
旨
一

争
達
二
霧
坐

凶糸
《

傳
一

豊
γ本
省
レ
恩
須
二敬
祭
一

五
鎭
極

塵
片

岡

輝

右
文
政
八
乙
酉
歳
林
鐘
下
欝

　
　
　
て
や
　
こ
　
　

丹
之
大
梅
山
主

豊

妙

命

謹
識

(
堆
雲
註
。
東
嶺
和
尚
の
法
嗣
大
観
文
珠
輝
師
が
後
年
追
記
し
た
も
の
と
見
ゆ
。
)

次
が
東
嶺
和
倫
の
添
へ
手
紙
で
あ
る
。

先
同
は
始
途
登
渇
三
十
年
來
素
願
十
成
圓
満
仕
御
厚
情
之
至
恭
く
奉
存
候
。
其
後
御
家
内
盛
暑
の
御
障
も
無
之
候
哉
承
度
奉
存
候
。

當
會
無
事
に
相
勤
候
御
安
心
思
召
可
被
下
候
。
吾
道
大
碑
之
由
來
漸
相
認
進
申
候
。
是
は
誠
に
略
縁
記
に
て
委
曲
之
事
は
本
書
御
覧
可

東
…領
和
省
の
無
誰
燈
論
の
憩
道
思
想
及
び
「
吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

一
〇
五



謂騨

思㍗

研

巾兀

一
〇
山ハ

被
下
候
。
先
は
檬
子
爲
御
窺
以
使
倫
申
入
候
。
專
使
之
信
菓
子

一
箱
以
上

神
前
井
名
茶

一
箱
獄
神
後
御
賞
味
所
希
に
候
。

御
家
内
宜
敷
御
傳
可
被
下
候

(天
明
元
年
)
六
月
二
十
四
日

東
嶺
花
押

原
清
太
夫
檬人
汝
御
中

原
清
太
夫
と
云
ふ
は
紳
官
た
る
原
家
の
人
で
あ
る
Q
大
観
文
珠
も
東
嶺
和
術
よ
り
紳
道
の
傳
を
受
け
ら
れ
た
と
見

へ
て
神
名
ま
で
あ
る

が
文
政
の
年
號
が
あ
る
か
ら
後
年
吾
道
宮
へ
更
ら
に
参
拝
し
て
追
記
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
Q
紳
文
、
紳
言
に
つ
い
て
は
深
く
知
ら
な

い
が
、
所
謂
紳
代
文
字
に
關
係
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
封
馬
國
卜
部
阿
比
留
氏
に
傳
は
る
天
思
鍍
命
の
撰
作
に
な
れ
る
紳
代
文
字
あ
り

と
の
こ
と
で
あ
る
が
無
論
後
世
の
假
托
で
あ
る
が

一
連
の
關
係
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
嶺
、
大
観
に
紳
道
名
あ
る
は
注
意
す
べ
き
で
あ

る
o

第
十

一
節

自
隠
和
荷
の
肺
道
観

東
嶺
和
尚
神
道
の
つ
い
で
に
白
隙
和
樹
の
紳
道
観
を

一
瞥
す
る
。
白
隠
は
其
の
述
作
た
る

「
善
悪
種
蒔
鏡
和
讃
」
の
申
に
於
て

是
れ
因
果
の
道
理
に
て
紳
道
、
儒
道
、
佛
道
の
萬
代
不
易
の
掟
な
り
云
々
。

と
云
つ
て
因
果
の
道
理
帥
ち
天
地
間
の
道
理
そ
の
も
の
を
紳
道
と
云
つ
て
い
る
。
白
隠
は
紳
道
五
部
書
な
る
も
の
に
も
目
を
通
さ
れ
て
お

り
、
他
の
と
こ
ろ
に
於
て

伊
勢
内
宮
の
御
賓
の
紳
代
十
二
の
随

一
の
賓
基
本
紀
に
そ
の
わ
け
を
太
神
宮
の
御
託
宜
云
々
。

と
記
し
て
い
る
。
而
し
て
最
も
紳
道
に
つ
い
て
の
眞
面
目
に
は
騰
八
示
衆
に
於
て
次
の
様
に
云
つ
て
い
る
。



又
坐
灘
は

一
切
諸
道
に
通
ず
。
若
し
紳
道
を
以
て
之
を
云
へ
ぽ

則
ち
身
は
天
地
の
小
な
る
も
の
な
り
、

天
地
は
身
の
大
な
る
も
の
な

り
、
天
榊
七
代
地
神
五
代
、
並
び
に
八
百
萬
紳
悉
く
皆
身
中
に
鎭
座
せ
り
、
此
の
如
く
鎭
座
の
諸
神
を
祭
祀
せ
ん
と
欲
せ
ぽ
、
紳
史
に

所
謂
簸
宗
の
紳
祭
に
非
ず
ん
ば
則
ち
之
を
祭
る
こ
と
能
は
ず
。
璽
宗
の
神
祭
は
灘
定
に
非
ず
ん
ば
之
を
祭
る
こ
と
能
は
ず
。
背
梁
骨
を

竪
起
し
て
氣
を
丹
田
に
満
た
し
め
て
正
身
端
座
、
眼
見
耳
聞

一
黙
の
妄
想
を
雑

へ
ず
、
六
根
清
浮
な
る
こ
と
を
得
る
と
き
は
則
ち
是
れ

天
紳
地
祇
を
祭
る
な
り
、

一
焼
の
坐
と
錐
も
其
功
徳
鮮
し
と
な
さ
ず
云
々
。

是
を
以
て
見
れ
ば
白
隠
は
全
く
騨
門
の
立
場
よ
り
紳
道
観
を
立
て
エ
お
り
誠
に
卓
越
せ
る

一
識
見
を
示
し
て
お
り
興
味
津
汝
た
る
も
の
が

あ
る
。

第
+
二
節

結

駈ロロ

 

要
〆之
に
、當
時
の
紳
道
書
は
儒
佛
思
想
哲
學
の
上
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
紳
道
と
は
云
ふ
も
の
の
結
局
は
自
己
の
心
を
申
心
と
し
た
も

の
で
是
が
紳
道
各
派
を
通
貫
し
た
る
思
想
で
あ
る
が
故
に
東
嶺
和
樹
も
騨
の
立
場
と
矛
盾
す
る
な
く
思
想
的
融
合
を
得
ら
れ
て
精
進
さ
れ

た
も
の
と
察
せ
ら
る
る
。
而
し
て
紳
道
者
を
以
て
自
任
す
る
に
至
る
ま
で
波
頭
せ
ら
れ
た
の
は
騨
門
に
於
て
は
東
嶺
和
荷
唯

一
人
で
あ
つ

た
と
思
は
れ
る
。
而
か
も
輝
家
の
立
場
を
離
る
x
こ
と
は
な
か
つ
た
。
吾
道
宮
縁
由
は
天
明
元
年
参
拝
の
直
後
族
先
止
宿
中
の
上
松
の
玉

林
院
に
て
書
か
れ
た
も
の
で
文
章
な
ど
に
思
は
し
く
な
い
威
も
あ
れ
ど
匁
卒
の
際
で
己
む
を
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
兎
に
角
添

へ
て
あ
る
原

家
へ
の
手
紙
を
讃
む
と
實
に
眞
情
の
溢
る
エ
も
の
あ
る
を
看
取
す
る
。

私
は
こ
の
研
究
に
つ
き
魔
事
の
爲
め
約
二
十
年
を
要
し
た
が
七
十

一
歳
の
今
日
昔
日
の
所
願
を
途
げ
得
た
る
は
東
嶺
和
荷
及
び
佛
天
加

護
の
致
す
と
こ
ろ
と
感
謝
し
且
つ
欣
懐
に
堪
え
ぬ
次
第
で
あ
る
。
(昭
和
三
+
一
年
二
月
+
日
忘
路
庵
に
於
て
)

東
…領
和
爾

の
無
誰
燈
論

の
紳
道
思
想
及
び
「
吾
道
宮
縁
由
」
に
つ
い
て

一
〇

七



昭
和
31
年
度
實
践
輝
學
は
左
の
如
く
開
講
さ
れ

た
。
碧
巖
録
提
唱

(
綾
講
)

山
田
無
文
學
長

な
ほ
接
心
會
は
5
月
9
日
よ
り
11
日
ま
で
と
、

11
月
26
日
よ
り
28

日
ま
で
の
雨
回
、
妙
心
寺
法
堂

に
於
て
行

つ
た
。

昭

和
31
年

度
花

園

大
學
佛

教
學

部

開
講

學

科

目
及

び
講
義

題
目

一
、

一
般
教
養
科
目

(
琶
分
)

(講
座
名
)

人

文

宗

敏

學

哲

學

史

倫

珊

學

東

洋

文

學

H

東

洋

丈

學

⇔

會

・
肚

會

學

経

濟

學

法

學

自

然

自

然

科

學

概
論

生

物

學

(
櫓
當
者
)
(
軍
位
)

稻三池幅幅稻高松山牧

岡村長島島岡橋本内

4442244444

原 概

到と論 輝

哲

學

柴

山

4

今

津

4

彙

報
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444444444222222224

輝

學

研

究

〃 〃 〃 及特 〃 〃 概 〃

び殊

選 關 講i研 論 佛

外 日政環 繭 哲鷲 醐 ⇔轡 ⇔翻 贅〔三)

目 學 教 目 清 佛 の近 五 日 中 佛 學 無
會

國 本 治 思

想

史 史 學 史

金 藤 松 渡

子 本 邊

4444

洋

哲

學 概 哲

史 學 論 學

編 三 三 久

島 村 村 松

4444

敏

史

國
暉
宗
史

本
輝
宗
史

山

丈

學

世
輝
宗
史

研
究
教
美
術
史

規
史
の
研
究

荻荻荻輻荻森大

須

・

須須島須石

4444444

門

關

一
〇

八

實

践

〃

⇔

購
蕪
磐

〃

⇔

法
儀
貴
脅

布

教

學

臨

濟

録

N
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日
o
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